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「
い
の
ち
程　

お
し
き
た
か
ら
は　

な
き
物
を　

あ
た
に
す
て
ぬ
る

人
の
お
ろ
か
さ
」

　

は
じ
め
に
、　

昨
年
十
一
月
二
日
か
ら
八
日
ま
で
厳
修
さ
れ
ま
し
た

不
断
念
佛
相
続
十
九
萬
日
大
法
会
は
、
本
宗
各
御
寺
院
の
住
職
、
教
師

の
皆
様
そ
し
て
檀
信
徒
各
位
の
真
盛
上
人
に
対
す
る
深
い
敬
仰
の
念
と

懇
篤
な
る
志
に
よ
っ
て
無
事
成
満
し
た
こ
と
に
対
し
、
す
べ
て
の
関
係

者
の
皆
様
に
心
か
ら
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
私
た
ち
は
今
こ
こ
に
有
り
難
き
い
の
ち
を
受
け
て
い
ま
す
。

し
た
が
っ
て
、
こ
の
宝
と
も
い
え
る
い
の
ち
を
大
切
に
生
き
る
こ
と
は

言
う
ま
で
も
な
い
こ
と
で
す
。
し
か
し
、
と
も
す
る
と
、
私
た
ち
は
そ

れ
を
無
駄
に
し
て
は
い
な
い
で
し
ょ
う
か
。
こ
の
い
の
ち
を
無
駄
に
捨

て
ず
に
宝
と
し
て
輝
か
せ
る
に
は
、
ど
う
し
た
ら
よ
い
の
で
し
ょ
う
か
。

　

真
盛
上
人
は
そ
の
た
め
に
は
、
阿
弥
陀
佛
を
信
じ
て
そ
の
い
の
ち
を

佛
界
の
中
に
捨
て
る
こ
と
だ
、
と
説
か
れ
ま
し
た
。

　
「
実
に
此
の
身
を
念お
も

わ
ん
と
欲
せ
ば
、
此
の
身
を
念お
も

う
こ
と
な
か
れ
。

早
く
此
の
身
を
捨
て
て
、
以
っ
て
此
の
身
を
助
け
よ
。
徒
い
た
ず
らに
野
外
に

捨
て
ん
よ
り
は
同
じ
く
佛
界
に
棄き
し
ゃ捨
す
べ
し
。」
と
。

　

私
の
い
の
ち
と
こ
の
身
が
愛
し
い
、
と
念お
も

う
な
ら
ば
、
逆
説
的
に
、

私
の
い
の
ち
と
こ
の
身
は
我
が
も
の
で
は
な
い
、
周
り
の
あ
ら
ゆ
る
人

や
も
の
に
よ
っ
て
仮
に
設
け
ら
れ
て
い
る
も
の
だ
、
と
念お
も

う
こ
と
だ
。

そ
う
念お
も

う
こ
と
に
よ
っ
て
、
い
の
ち
や
こ
の
身
に
執
着
し
な
い
心
が
起

こ
り
、
そ
の
結
果
、
い
の
ち
と
こ
の
身
は
、
我
見
や
邪
見
の
除
か
れ
た

執
着
の
な
い
も
の
と
し
て
よ
み
が
え
り
、
そ
れ
を
徒
い
た
ず
らに
野
外
に
捨
て

る
よ
り
も
佛
界
に
捨
て
る
こ
と
だ
、
と
説
か
れ
ま
し
た
。

　

こ
こ
で
佛
界
と
は
、
こ
の
娑
婆
世
界
を
佛
の
眼
で
観
る
世
界
で
あ
り
、

佛
の
教
え
、
つ
ま
り
真
理
の
世
界
で
す
。
そ
し
て
そ
の
佛
界
に
自
己
の

身
心
を
捨
て
る
と
い
う
こ
と
は
、
い
ま
生
か
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
喜
び

と
感
謝
の
心
を
持
ち
、
念
佛
を
称
え
、
自
利
利
他
の
行
い
を
す
る
と
い

う
こ
と
で
す
。

　

私
た
ち
は
、
こ
の
娑
婆
世
界
に
あ
り
な
が
ら
、
佛
界
に
身
心
を
捨
て

て
、
宝
と
も
い
え
る
こ
の
い
の
ち
を
輝
か
し
て
生
き
た
い
も
の
で
す
。

令
和
五
年
一
月

�

管
長
大
僧
正　

真 
悳

�

天
台
真
盛
宗
管
長
　
武
田
　
圓
寵

　
池
の
水

　

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
今
年
も

皆
様
に
と
っ
て
良
い
お
年
で
あ
り
ま
す
よ
う
祈
念
申
し
上

げ
ま
す
。

　

さ
て
、
昨
年
十
一
月
に
行
わ
れ
た
不
断
念
佛
相
続
十
九

萬
日
大
法
会
は
、
皆
様
方
の
真
盛
上
人
へ
の
厚
い
敬
仰
の

思
い
と
懇
篤
な
お
志
に
よ
っ
て
、
無
事
成
満
で
き
ま
し
た
。

心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
こ
の
大
法
会
に
よ
っ
て
、

私
た
ち
は
上
人
の
教
え
を
よ
り
深
く
信
じ
、
日
々
そ
れ
を

実
践
し
よ
う
と
の
思
い
を
新
た
に
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

そ
し
て
、
そ
の
教
え
と
は
先
ず
自
ら
の
心
を
清
ら
か
に

す
る
こ
と
で
す
。

　

こ
こ
で
、
み
ず
か
ら
の
心
を
「
池
の
水
」
に
譬
え
る
と

し
ま
し
ょ
う
。
そ
の
池
の
水
が
嵐
に
よ
っ
て
濁
っ
て
い
る

と
し
た
ら
、
そ
の
池
の
水
に
映
る
風
景
は
見
え
な
い
で
し

ょ
う
。
こ
の
こ
と
は
、
心
が
欲
望
や
怒
り
や
無
知
の
煩
悩

と
い
う
嵐
に
よ
っ
て
濁
っ
て
し
ま
い
、
そ
の
心
に
は
真
実

の
風
景
が
宿
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

逆
に
、
そ
の
池
の
水
が
、
や
さ
し
く
照
り
輝
く
太
陽
の

光
を
浴
び
る
な
ら
ば
、
そ
の
水
は
澄
み
切
っ
て
、
空
の
青

さ
や
、
流
れ
る
白
い
雲
ま
で
も
映
し
こ
む
で
し
ょ
う
。
こ

の
こ
と
は
、
南
無
阿
弥
陀
佛
と
称
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

自
ら
の
心
が
阿
弥
陀
佛
の
慈
悲
と
智
慧
の
光
の
中
に
摂
め

取
ら
れ
、
自
ら
の
心
が
澄
み
切
っ
た
も
の
と
な
り
、
す
べ

て
の
こ
と
が
ら
を
あ
り
の
ま
ま
に
受
け
入
れ
る
こ
と
が
で

き
る
、
と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

私
た
ち
は
、
自
ら
の
心
を
清
ら
か
に
保
つ
よ
う
に
、
常

に
念
仏
を
称
え
て
、
阿
弥
陀
佛
の
光
を
仰
ぎ
つ
つ
、
心
濁

ら
さ
な
い
よ
う
に
正
し
い
生
活
を
送
り
た
い
も
の
で
す
。
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令
和
四
年
十
一
月
二
日
（
水
）
よ
り
八
日

（
火
）
ま
で
総
本
山
西
教
寺
に
お
い
て
不
断

念
佛
相
続
十
九
萬
日
大
法
会
・
聖
徳
太
子

千
四
百
年
御
遠
忌
・
傳
教
大
師
千
二
百
年
御

遠
忌
が
厳
修
さ
れ
た
。
当
初
令
和
三
年
に
予

定
を
さ
れ
て
い
た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
拡
大
と
い
う
不
測
の
事
態
に
よ
り
、

令
和
四
年
に
一
年
間
延
期
す
る
こ
と
と
な
り
、

来
場
参
詣
者
も
制
限
せ
ざ
る
を
得
な
い
状
況

で
の
実
施
と
な
っ
た
。

　

十
一
月
二
日
（
水
）
昨
日
ま
で
の
雨
も
や

み
、
少
し
肌
寒
い
中
、
滋
賀
教
区
常
照
寺
住

職
川
合
歳
明
師
の
も
と
、
献
華
式
が
行
わ
れ

た
。
前
日
に
は
各
諸
堂
に
華
を
生
け
て
い
た

だ
き
、
当
日
は
本
堂
へ
の
生
花
を
献
じ
て
い

た
だ
い
た
。
そ
の
後
、
開
闢
法
要
が
厳
修
さ

れ
た
。
ま
ず
桃
山
御
殿
に
て
式
次
第
の
説
明

が
あ
り
、
そ
の
後
宗
祖
大
師
殿
へ
移
動
。
全

教
区
よ
り
選
ば
れ
た
二
十
名
の
僧
侶
が
朱
の

袍
裳
に
七
条
袈
裟
を
着
し
、
武
田
管
長
猊
下

大
導
師
の
も
と
開
闢
法
要
を
執
行
。
法
要
後
、

石
段
を
登
り
十
九
萬
日
供
養
塔
前
に
て
開
眼

法
要
、
本
堂
前
大
塔
婆
回
向
へ
と
進
ん
だ
。

　

そ
の
後
本
堂
正
面
ス
ロ
ー
プ
よ
り
真
盛
楽

所
の
演
奏
で
迎
え
ら
れ
入
堂
、
行
道
一
匝
半

の
後
着
座
、
法
華
懺
法
を
厳
修
。
法
要
後
に

は
武
田
管
長
猊
下
よ
り
御
十
念
を
頂
戴
し
開

闢
法
要
を
無
事
終
え
る
こ
と
が
出
来
た
。

　

法
要
後
は
、
開
闢
布
教
と
し
て
、
伊
賀
教

区
西
蓮
寺
山
本
純
裕
住
職
に
よ
る
布
教
が
行

不
断
念
佛
相
続
十
九
萬
日
大
法
会・聖
徳
太
子
千
四
百
年
御
遠
忌・

不
断
念
佛
相
続
十
九
萬
日
大
法
会・聖
徳
太
子
千
四
百
年
御
遠
忌・

傳
教
大
師
千
二
百
年
御
遠
忌

傳
教
大
師
千
二
百
年
御
遠
忌  

合
行
大
法
会

合
行
大
法
会    

厳
修
さ
れ
る

厳
修
さ
れ
る

天
台
真
盛
宗
宗
務
総
長 

前
阪
　
良
憲

��

総
本
山
西
教
寺
伝
統
法
要
で
あ
り
ま
す
不
断
念
佛

相
続
十
九
萬
日
大
法
会
が
秋
晴
れ
の
好
天
に
恵
ま
れ

令
和
四
年
十
一
月
二
日
か
ら
十
一
月
八
日
ま
で
宗
門

住
職
、
教
師
、
檀
信
徒
の
皆
様
、
そ
し
て
天
台
宗
縁

故
寺
院
で
あ
り
ま
す
延
暦
寺
様
、
園
城
寺
様
、
四
天

王
寺
様
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
聖
徳
太
子
千
四
百

年
御
遠
忌
、
傳
教
大
師
千
二
百
年
御
遠
忌
大
法
会
が

円
成
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
十
一
月
五
日
の
中

日
法
要
は
天
台
宗
大
樹
孝
啓
座
主
猊
下
を
初
め
宗
内

外
御
大
徳
及
び
御
来
賓
の
参
詣
の
も
と
、
宗
祖
慈
攝

大
師
御
影
供
法
要
を
厳
修
出
来
ま
し
た
。
ま
た
法
要

期
間
中
各
教
区
よ
り
参
詣
を
頂
き
ま
し
た
皆
様
に
別

時
念
仏
を
お
勤
め
頂
き
、
ま
さ
に
水
鳥
樹
林
皆
念
仏

が
境
内
全
体
に
念
佛
と
木
魚
と
鉦
の
音
が
響
き
木
霊

し
ま
し
た
。

��

西
教
寺
の
歴
史
は
聖
徳
太
子
仏
法
の
師
で
あ
る
半

島
の
恵
慈
・
恵
聡
の
為
に
開
創
を
さ
れ
た
由
来
か
ら

聖
徳
太
子
を
お
祀
り
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
当
山

は
比
叡
山
東
麓
に
位
置
し
、
慈
恵
大
師
良
源
、
横
川

の
恵
心
僧
都
を
は
じ
め
、
比
叡
山
御
歴
々
の
祖
師
方

が
入
寺
の
寺
と
し
て
の
由
緒
か
ら
天
台
宗
開
創
傳
教

大
師
最
澄
千
二
百
年
御
遠
忌
も
厳
修
致
し
ま
し
た
。

��

宗
祖
慈
攝
大
師
真
盛
上
人
は
室
町
時
代
十
四
歳
で

出
家
、
尾
張
国
密
蔵
院
で
修
行
、
十
九
歳
比
叡
山
へ

登
り
南
上
坊
慶
秀
法
師
の
室
に
約
二
十
年
間
比
叡
山

を
下
る
こ
と
な
く
仏
道
修
行
に
励
み
ま
し
た
。
そ
の

後
、
黒
衣
の
隠
遁
僧
と
し
て
黒
谷
青
龍
寺
で
円
頓
戒

の
念
佛
を
会
得
さ
れ
た
時
、真
盛
上
人
文
明
八
年
（
一

四
八
六
）坂
本
生
源
寺
で
恵
心
僧
都
の「
往
生
要
集
」

を
説
法
さ
れ
ま
し
た
。
説
法
を
聞
い
た
坂
本
の
民
衆

達
が
感
得
を
う
け
、
後
に
比
叡
山
横
川
の
衆
僧
の
招

聘
に
よ
っ
て
西
教
寺
へ
入
寺
さ
れ
ま
し
た
。
日
課
六

万
辺
念
佛
を
唱
え
不
断
念
佛
道
場
と
し
て
毎
日
常
念

佛
が
相
続
さ
れ
、
今
日
十
九
萬
日
を
迎
え
大
法
会
を

厳
修
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
真
盛
上
人
は
、
御

歳
五
十
三
歳
で
入
滅
い
た
し
ま
し
た
が
、
存
命
中
、

宮
中
参
内
、
後
土
御
門
、
後
柏
原
天
皇
に
御
進
講
、

一
方
、
越
前
、
伊
勢
、
伊
賀
、
山
城
、
河
内
等
各
地

で
信
者
に
対
し
て
称
名
念
仏
の
法
悦
を
結
び
「
あ
い

か
ま
え
て
無
欲
清
浄
に
よ
く
よ
く
念
佛
す
べ
し
」
と

御
遺
誡
を
残
さ
れ
西
教
寺
に
不
断
念
佛
道
場
と
し
て

相
続
さ
れ
ま
し
た
。

��

十
一
月
八
日
十
九
萬
日
大
法
会
結
願
と
と
も
に
二

十
萬
日
大
法
会
が
開
闢
さ
れ
ま
し
た
。
宗
祖
真
盛
上

人
の
御
恩
に
報
い
る
た
め
不
断
念
佛
が
未
来
永
劫
相

続
し
て
い
か
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。
結
び
に
な
り
ま
し

た
が
、
御
参
拝
の
有
縁
の
方
、
そ
し
て
記
念
事
業
完

工
の
為
に
尊
い
御
浄
財
を
喜
捨
し
て
頂
き
ま
し
た
皆

様
に
篤
く
御
礼
を
申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、
不
断
念

佛
相
続
二
十
萬
日
開
闢
の
喜
び
と
致
し
ま
す
。

合
掌

（
滋
賀
教
区
深
光
寺
住
職
）

大
法
会
円
成
に
対
す
る
御
礼
と
喜
び

大塔婆回向
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わ
れ
た
。

　

午
後
一
時
三
十
分
よ
り
伊
勢
教
区
法
要
が

三
座
執
り
行
わ
れ
た
。
今
回
の
十
九
萬
日
大

法
会
は
、
基
本
的
に
別
時
念
仏
を
主
体
と
す

る
法
要
と
決
ま
っ
て
お
り
、
た
く
さ
ん
の
檀

信
徒
に
お
詣
り
に
来
て
頂
き
別
時
念
仏
を
し

て
頂
く
予
定
だ
っ
た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
対
策
と
し
て
、
参
詣
者
を
一
座

百
五
十
名
ま
で
に
制
限
せ
ざ
る
を
得
ず
、
入

念
な
計
画
及
び
入
堂
の
効
率
化
、
且
つ
、
迅

速
な
入
れ
替
え
が
求
め
ら
れ
た
。

　

伊
勢
教
区
の
導
師
を
勤
め
ら
れ
た
の
は
、

　

一
座
目　

西
来
寺
住
職　

寺
井
良
宣
師

　

二
座
目　

福
藏
寺
住
職　

喚
阿
宏
道
師

　

三
座
目　

新
光
寺
住
職　

三
津
堯
賢
師　

で
あ
っ
た
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
法
要
後
す
べ
て
武
田
管
長
猊

下
よ
り
御
十
念
及
び
御
親
教
を
頂
戴
し
、
参

詣
者
へ
の
ね
ぎ
ら
い
と
御
念
仏
の
功
徳
を
お

説
き
に
な
っ
た
。

　

午
後
五
時
よ
り
夕
勤
行
法
要
の
例
時
作
法

を
宗
祖
大
師
殿
に
て
前
阪
良
憲
宗
務
総
長
を

導
師
と
し
勤
修
し
た
。
勤
修
の
間
、
全
教
区

よ
り
修
め
ら
れ
た
霊
名
札
回
向
も
行
っ
た
。

　　

十
一
月
三
日
（
木
）
朝
勤
行
を
本
堂
に
て

執
行
し
、
九
時
よ
り
滋
賀
教
区
西
徳
寺
・
西

接
寺
鉦
講
保
存
会
と
、
西
徳
寺
詠
唱
会
に
よ

る
御
詠
歌
が
奉
納
さ
れ
た
。
こ
こ
数
年
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
で
、
四
月

の
法
華
千
部
会
に
て
奉
納
出
来
な
か
っ
た
が
、

久
々
に
本
堂
に
鉦
の
音
が
響
く
法
要
で
あ
っ

た
。

　

そ
の
後
、
九
時
五
十
分
よ
り
滋
賀
教
区
法

要
が
三
座
執
り
行
わ
れ
た
。
法
要
次
第
は
、

別
時
念
仏
を
主
体
と
し
た
法
要
で
あ
り
、
ま

た
参
詣
者
も
伊
勢
教
区
同
様
入
堂
の
制
限
も

あ
り
、
入
念
な
計
画
及
び
迅
速
な
入
れ
替
え

が
求
め
ら
れ
た
。

　

滋
賀
教
区
の
導
師
を
勤
め
ら
れ
た
の
は
、

　

一
座
目　

蓮
乗
寺
住
職　

藤
上
良
英
師

　

二
座
目　

真
光
寺
住
職　

石
田
義
光
師

　

三
座
目　

深
光
寺
住
職　

前
阪
良
憲
師　

で
あ
っ
た
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
法
要
後
す
べ
て
武
田
管
長
猊

下
よ
り
御
十
念
及
び
御
親
教
を
頂
戴
し
た
。

　

そ
の
後
、
滋
賀
教
区
西
徳
寺
御
詠
歌
講
に

よ
る
御
詠
歌
の
奉
納
が
あ
っ
た
。

　

午
後
二
時
よ
り
宗
外
寺
院
の
和
宗
総
本
山

四
天
王
寺
様
に
よ
る
「
唄
散
華
舞
楽
法
要
」

が
執
行
さ
れ
た
。

　

客
殿
よ
り
天
王
寺
楽
所
を
先
頭
に
本
堂
へ

入
堂
、
四
天
王
寺
管
長
加
藤
公
俊
猊
下
を
大

導
師
と
し
法
要
を
執
行
さ
れ
、天
王
寺
楽
所
に

よ
る
舞
楽
も
奉
納
さ
れ
た
。
本
堂
左
余
間
の

空
間
を
存
分
に
い
か
し
た
舞
楽
を
見
よ
う
と

し
て
参
詣
者
が
入
り
き
れ
な
い
程
で
あ
っ
た
。

　

午
後
五
時
よ
り
夕
勤
行
を
本
堂
に
て
蜂
谷

眞
勝
社
会
部
長
を
導
師
と
し
阿
弥
陀
経
読
誦

で
勤
修
し
た
。
勤
修
の
間
、
全
教
区
よ
り
修

め
ら
れ
た
霊
名
札
回
向
も
行
っ
た
。

伊勢教区法要

滋賀教区 西徳寺詠唱会滋賀教区法要

和宗総本山 四天王寺様
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十
一
月
四
日
（
金
）
朝
勤
行
を
本
堂
に
て

執
行
し
、
午
前
十
時
よ
り
宗
外
寺
院
の
天
台

宗
延
暦
寺
様
に
よ
る
「
傳
教
大
師
御
影
供
」

が
執
行
さ
れ
た
。
客
殿
に
て
式
次
第
を
読
み

上
げ
た
後
、
本
堂
へ
入
堂
さ
れ
、
大
樹
孝
啓

御
座
主
猊
下
を
大
導
師
と
し
て
法
要
を
勤
め

て
頂
い
た
。
天
台
声
明
が
本
堂
に
拡
が
り
凜

と
し
た
雰
囲
気
の
中
で
の
法
要
で
あ
っ
た
。

最
後
に
水
尾
寂
芳
延
暦
寺
執
行
よ
り
御
挨
拶

を
頂
き
ま
し
た
。

　

午
後
一
時
三
十
分
よ
り
伊
勢
教
区
法
要
が

三
座
執
り
行
わ
れ
た
。
伊
勢
教
区
と
し
て
は

二
日
目
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
会
奉
行
や
承

仕
や
ス
タ
ッ
フ
の
動
き
も
よ
く
、
参
詣
者
の

迅
速
な
入
れ
替
え
が
行
わ
れ
た
。

　

伊
勢
教
区
の
導
師
を
勤
め
ら
れ
た
の
は
、

　

一
座
目　

福
徳
寺
住
職　

藤
田
堯
英
師

　

二
座
目　

成
願
寺
住
職　

西
山
眞
澄
師

　

三
座
目　

観
樹
院
住
職　

前
田
覺
隆
師　

で
あ
っ
た
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
法
要
後
す
べ
て
武
田
管
長
猊

下
よ
り
御
十
念
及
び
御
親
教
を
頂
戴
し
た
。

　

午
後
五
時
よ
り
夕
勤
行
を
本
堂
に
て
石
田

義
光
教
学
部
長
を
導
師
と
し
阿
弥
陀
経
読
誦

で
勤
修
し
た
。
勤
修
の
間
、
全
教
区
よ
り
修

め
ら
れ
た
霊
名
札
回
向
も
行
っ
た
。

　　

十
一
月
五
日
（
土
）
前
日
同
様
朝
勤
行
を

本
堂
に
て
執
行
し
、
午
前
十
時
よ
り
滋
賀
教

区
大
清
寺
の
御
詠
歌
講
に
よ
る
御
詠
歌
お
ど

り
が
奉
詠
さ
れ
た
。
子
供
達
に
よ
る
踊
り
の

奉
詠
に
本
堂
が
少
し
華
や
い
だ
雰
囲
気
と

な
っ
た
。

　

午
前
十
時
三
十
分
よ
り
直
轄
教
区
法
要
が

執
り
行
わ
れ
た
。
コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
全
国
よ

り
苦
労
し
て
登
山
頂
き
、
別
時
念
仏
会
と
い

う
法
要
内
容
で
充
実
し
た
念
仏
の
時
間
を
過

ご
し
て
頂
い
た
。
法
要
後
武
田
管
長
猊
下
よ

り
御
十
念
及
び
御
親
教
を
頂
戴
し
た
。

　

正
午
よ
り
直
轄
教
区
京
都
本
光
院
門
跡
・

西
方
尼
寺
住
職 
藤
原
盛
順
師
に
よ
る
献
茶

式
が
本
堂
に
て
行
わ
れ
た
。
参
拝
者
は
藤
原

師
に
よ
る
お
手
前
を
熱
心
に
見
た
り
、
ビ
デ

オ
撮
影
を
さ
れ
る
人
も
お
ら
れ
た
。

天王寺楽所（舞楽）

天台宗延暦寺様伊勢教区法要

滋賀教区 大清寺 御詠歌おどり献茶式



（5）　第 129 号 令和５年１月１日宝　　　　　珠
　

そ
の
後
、
中
日
布
教
と
し
て
伊
勢
教
区
西

來
寺
寺
井
良
宣
住
職
に
よ
る
布
教
が
行
わ
れ

た
。

　

午
後
二
時
よ
り
中
日
法
要
と
し
て
、
慈
攝

大
師
御
影
供
が
真
盛
楽
所
と
共
に
厳
修
さ
れ

た
。
中
日
法
要
は
、
宗
外
寺
院
等
の
御
来
賓

も
約
五
百
名
程
お
招
き
し
、
全
教
区
よ
り
選

ば
れ
た
二
十
八
名
の
式
衆
僧
侶
が
法
裳
を
着

用
し
、
約
三
年
の
間
練
習
を
積
み
重
ね
た
成

果
を
披
露
し
た
。
式
衆
と
雅
楽
が
一
体
と
な

り
、
完
成
度
の
高
い
法
要
、
演
奏
と
な
っ
た
。

　

午
後
五
時
よ
り
夕
勤
行
を
本
堂
に
て
大
上

良
雅
財
務
部
長
を
導
師
と
し
阿
弥
陀
経
読
誦

で
勤
修
し
た
。
勤
修
の
間
、
全
教
区
よ
り
修

め
ら
れ
た
霊
名
札
回
向
も
行
っ
た
。

　　

十
一
月
六
日
（
日
）
前
日
同
様
朝
勤
行
を

本
堂
に
て
執
行
し
、
午
前
十
時
よ
り
宗
外
寺

院
の
天
台
寺
門
宗
園
城
寺
様
に
よ
る
傳
教
大

師
千
二
百
年
大
遠
忌
慶
讃
法
要
と
し
て
法
華

懴
法
が
執
行
さ
れ
た
。
客
殿
で
式
次
第
を
読

み
上
げ
本
堂
へ
入
堂
さ
れ
、
村
上
法
照
猊
下

を
大
導
師
と
し
て
、園
城
寺
特
有
の
声
明（
怒

り
節
）
を
本
堂
い
っ
ぱ
い
に
響
か
せ
お
勤
め

頂
い
た
。
法
要
の
中
で
三
井
古
流
煎
茶
道
に

よ
る
献
茶
式
も
執
り
行
っ
て
頂
い
た
。

　

午
後
一
時
よ
り
伊
賀
教
区
法
要
が
三
座
執

り
行
わ
れ
た
。
伊
賀
教
区
参
詣
者
は
御
詠
歌

講
を
中
心
に
お
参
り
を
頂
き
、
僧
侶
方
の
協

力
も
あ
り
入
れ
替
え
誘
導
も
円
滑
に
行
わ
れ

た
。

　

伊
賀
教
区
の
導
師
を
勤
め
ら
れ
た
の
は
、

　

一
座
目　

西
蓮
寺
住
職　

山
本
純
裕
師

　

二
座
目　

九
品
寺
住
職　

別
所
泰
広
師

　

三
座
目　

西
蓮
寺
住
職　

山
本
純
裕
師　

で
あ
っ
た
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
法
要
後
す
べ
て
武
田
管
長
猊

下
よ
り
御
十
念
及
び
御
親
教
を
頂
戴
し
た
。

　

午
後
五
時
よ
り
夕
勤
行
を
本
堂
に
て
大
上

良
雅
財
務
部
長
を
導
師
と
し
阿
弥
陀
経
読
誦

で
勤
修
し
た
。
勤
修
の
間
、
全
教
区
よ
り
修

め
ら
れ
た
霊
名
札
回
向
も
行
っ
た
。

　　

十
一
月
七
日
（
月
）
朝
勤
行
を
本
堂
に
て

執
行
し
、
午
前
十
時
三
十
分
よ
り
伊
勢
教
区

法
要
が
二
座
執
り
行
わ
れ
た
。
伊
勢
教
区
法

要
も
三
回
目
と
な
り
、
会
奉
行
・
会
行
事
の

僧
侶
方
へ
の
案
内
、
本
堂
へ
の
参
詣
者
の
入

堂
・
退
堂
な
ど
円
滑
に
進
み
法
要
も
予
定
通

慈攝大師御影供

天台寺門宗園城寺様

伊勢教区法要

伊賀教区法要
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り
執
行
さ
れ
た
。

　

伊
勢
教
区
の
導
師
を
勤
め
ら
れ
た
の
は
、

　

一
座
目　

浄
見
寺
住
職　

藤
田
秀
昭
師

　

二
座
目　

引
接
寺
住
職　

小
泉
法
秀
師　

で
あ
っ
た
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
法
要
後
す
べ
て
武
田
管
長
猊

下
よ
り
御
十
念
及
び
御
親
教
を
頂
戴
し
た
。

　

午
後
一
時
よ
り
福
井
教
区
法
要
が
三
座
執

り
行
わ
れ
た
。
十
九
萬
日
法
要
の
別
時
念
仏

会
も
い
よ
い
よ
最
後
と
な
り
、
事
務
局
ス

タ
ッ
フ
一
同
今
ま
で
の
誘
導
案
内
の
経
験
を

い
か
し
円
滑
な
法
要
と
な
っ
た
。

　

福
井
教
区
の
導
師
を
勤
め
ら
れ
た
の
は
、

三
座
と
も
引
接
寺
住
職　

市
川
隆
成
師
で

あ
っ
た
。

　

ま
た
、
そ
れ
ぞ
れ
の
法
要
後
す
べ
て
武
田

管
長
猊
下
よ
り
御
十
念
及
び
御
親
教
を
頂
戴

し
た
。

　　

十
一
月
八
日
（
火
）
朝
勤
行
を
本
堂
に
て

執
行
し
、
い
よ
い
よ
十
九
萬
日
法
要
会
結
願

法
要
及
び
二
十
萬
日
大
法
会
開
闢
法
要
を
迎

え
た
。
こ
の
日
は
、
こ
れ
か
ら
天
台
真
盛
宗

を
担
う
僧
侶
が
全
教
区
よ
り
選
ば
れ
法
要
を

行
っ
た
。
ま
ず
桃
山
御
殿
に
て
式
次
第
の

説
明
が
あ
り
、
そ
の
後
宗
祖
大
師
殿
へ
移

動
。
二
十
名
の
僧
侶
が
朱
の
袍
裳
に
七
条
袈

裟
を
着
し
、
武
田
管
長
猊
下
大
導
師
の
も
と

十
九
萬
日
大
法
要
結
願
法
要
と
し
て
圓
戒
国

師
和
讃
を
執
行
。
法
要
後
、
引
き
続
き
御
練

に
て
本
堂
へ
と
進
ん
だ
。
真
盛
楽
所
の
演
奏

に
よ
っ
て
迎
え
ら
れ
入
堂
。
今
日
か
ら
新
た

に
壱
萬
日
不
断
念
佛
を
続
け
る
と
い
う
二
十

萬
日
大
法
会
開
闢
法
要
を
菩
薩
戒
経
読
誦
に

よ
っ
て
執
行
し
た
。

　

法
要
後
は
、
結
願
布
教
と
し
て
、
福
井
教

区
引
接
寺
市
川
隆
成
住
職
に
よ
る
布
教
が
行

わ
れ
、
す
べ
て
の
法
要
が
終
了
し
た
。

　「
不
断
念
佛
相
続 

　
　
十
九
萬
日
大
法
会
」
に
参
加
し
て

 

伊
勢
教
区 

山
内
組 

観
樹
院
総
代
　　
　

 

紀
平
　
　
昇　

　

令
和
三
年
に
計
画
さ
れ
て
い
ま
し
た
不
断

念
佛
相
続
十
九
萬
日
大
法
会
が
、
新
型
コ
ロ

ナ
禍
蔓
延
の
為
一
年
間
延
期
さ
れ
ま
し
た
が
、

今
年
は
開
催
さ
れ
伊
勢
教
区
法
要
に
二
台
の

バ
ス
に
分
乗
し
て
私
も
参
加
さ
せ
て
頂
く
こ

と
が
出
来
ま
し
た
。

　

秋
空
の
広
が
る
爽
や
か
な
十
一
月
四
日
。

山
門
を
く
ぐ
る
と
色
付
き
始
め
た
紅
葉
と
、

参
道
で
に
こ
や
か
に
微
笑
み
か
け
る
小
仏
様

達
に
迎
え
ら
れ
ま
し
た
。

　

本
堂
内
は
、
歴
史
を
感
じ
る
重
厚
な
雰
囲

気
で
、
ゆ
っ
く
り
と
清
々
し
い
空
気
が
流
れ

て
い
ま
し
た
。
幸
い
に
も
最
前
列
に
着
座
さ

せ
て
も
ら
い
、
金
色
に
輝
く
阿
弥
陀
様
を
拝

顔
し
、
そ
の
堂
々
と
し
た
お
姿
と
包
み
込
む

よ
う
な
優
し
い
お
顔
を
見
つ
め
て
い
る
と
、

あ
る
種
の
安
堵
し
た
気
持
ち
が
込
み
上
が
っ

て
き
ま
し
た
。
堂
内
に
響
く
鉦
と
木
魚
に
合

わ
せ
て
「
南
無
阿
弥
陀
仏
」
と
何
度
も
唱
え

続
け
て
い
る
と
、
不
思
議
な
非
日
常
的
な
感

覚
に
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
武
田
管
長
猊
下
の
御
法
話
か
ら
、
今

生
か
さ
れ
て
い
る
こ
の
命
の
大
切
さ
と
儚
さ

を
教
え
て
頂
き
ま
し
た
。

　

自
分
の
こ
の
命
は
二
人
の
父
母
と
、
四
人

の
祖
父
母
、
八
人
の
曾
祖
父
母
、
そ
の
又

十
六
人
の
祖
先
へ
と
続
き
、
十
代
前
ま
で
遡

福井教区法要

武田圓寵管長猊下
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る
中
で
の
御
本
山
参
拝
で
し
た
。

　

荘
厳
な
本
堂
の
中
で
、
出
仕
の
僧
侶
や
参

拝
の
皆
様
と
心
を
一
つ
に
し
て
「
南
無
阿
弥

陀
仏
」
と
唱
和
し
、
武
田
管
長
猊
下
の
お
声

に
合
わ
せ
て
十
念
名
号
を
唱
え
、
猊
下
の
御

法
話
を
拝
聴
し
身
が
引
き
締
ま
る
思
い
が
致

し
ま
し
た
。
一
萬
日
毎
の
大
法
会
と
い
う
千

載
一
遇
の
好
機
に
出
会
う
こ
と
が
で
き
、
喜

び
一
入
で
し
た
。

　

真
盛
上
人
の
報
徳
に
報
謝
し
、
混
沌
と
し

た
今
日
、
不
断
念
佛
相
続
十
九
萬
日
大
法
会

に
お
参
り
し
、
改
め
て
御
念
仏
の
あ
る
生
活

を
生
き
る
糧
と
し
安
寧
を
願
う
気
持
ち
を
高

揚
さ
せ
た
一
日
で
し
た
。
当
日
の
別
念
仏
会

に
は
当
山
の
副
住
職
が
諸
先
輩
の
僧
侶
と
共

に
出
仕
さ
れ
、
檀
家
と
し
て
も
重
ね
て
嬉
し

い
こ
と
で
し
た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
者
が
減
少
傾
向
に
あ
り
、

町
内
で
は
久
方
ぶ
り
の
団
体
行
動
で
、
御
本

山
参
拝
の
後
、
浮
御
堂
参
拝
、
昼
食
、
買
い

物
な
ど
で
帰
途
に
つ
き
ま
し
た
。
バ
ス
車
中

や
昼
食
時
に
は
時
間
を
忘
れ
る
ほ
ど
和
気
あ

い
あ
い
と
話
に
花
が
咲
い
て
お
り
ま
し
た
。

　

 

　

　
不
断
念
佛
相
続
十
九
萬
日
大
法
会 

　
　
　
　
伊
賀
教
区
法
要
に
参
加
し
て

 

伊
賀
教
区 

阿
弥
陀
寺
御
詠
歌
講
員　
　
　

 

末
竹
　
榮
子　

　

爽
や
か
な
秋
晴
れ
と
な
っ
た
十
一
月
六
日
、

不
断
念
佛
相
続
十
九
萬
日
大
法
会
、
伊
賀
教

る
と
そ
の
数
は
千
余
名
と
脈
々
と
受
け
継
が

れ
、
そ
の
命
と
同
じ
数
の
親
が
子
供
を
思
い
、

又
そ
の
子
供
が
親
を
慕
う
心
も
受
け
継
が
れ

て
、
今
の
自
分
へ
と
繋
が
っ
て
い
る
こ
と
の

自
覚
を
再
認
識
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

　

真
盛
上
人
の
幼
少
期
の
想
い
を
聞
き
、
私

は
命
の
儚
さ
ゆ
え
に
一
日
一
日
を
、
一
瞬
一

瞬
を
大
切
に
す
る
こ
と
に
気
づ
か
せ
て
頂
き

ま
し
た
。

　

法
要
を
通
じ
て
小
さ
な
事
へ
感
謝
す
る
心

を
大
切
に
し
、
こ
れ
か
ら
も
暮
ら
し
て
い
け

た
ら
と
思
い
帰
路
に
つ
き
ま
し
た
。

　

 

　

　
不
断
念
佛
相
続
十
九
萬
日
大
法
会 

　（
聖
徳
太
子
千
四
百
年
御
遠
忌
・ 

　
傳
教
大
師
千
二
百
年
御
遠
忌
）参
拝
し
て

 

滋
賀
教
区 

蒲
生
組 

西
福
寺
檀
徒　
　
　

 

小
川
　
稔
雄　

　

秋
晴
れ
の
紅
葉
輝
く
心
地
よ
い
十
一
月
三

日
に
滋
賀
教
区
西
福
寺
檀
家
は
、
住
職
と
共

に
不
断
念
佛
相
続
十
九
萬
日
大
法
会
滋
賀
教

区
法
要
の
一
座
目
の
別
時
念
仏
会
（
導
師
・

藤
上
良
英
師
）
に
大
型
バ
ス
に
て
団
体
参
拝

致
し
ま
し
た
。

　

不
断
念
佛
相
続
十
九
萬
日
大
法
会
記
念
写

経
、
昨
年
本
山
で
行
わ
れ
た
滋
賀
教
区
別
時

念
仏
会
団
体
参
拝
、「
念
佛
三
昧
の
一
年
」

運
動
に
よ
る
寺
や
檀
信
徒
の
家
で
の
法
要
時

の
別
時
念
仏
、
特
派
布
教
な
ど
で
不
断
念
佛

相
続
十
九
萬
日
大
法
会
厳
修
の
機
運
が
高
ま

区
法
要
に
総
代
様
と
と
も
に
十
四
名
で
参
加

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

こ
の
度
は
、
各
寺
院
の
御
詠
歌
講
か
ら
二

名
ず
つ
が
内
陣
に
入
ら
せ
て
い
た
だ
く
こ
と

と
な
り
、
私
も
そ
の
一
人
と
な
り
ま
し
た
の

で
、
ご
指
導
い
た
だ
い
た
所
作
を
間
違
え
な

い
よ
う
に
と
緊
張
し
な
が
ら
出
発
い
た
し
ま

し
た
。
石
山
寺
前
で
の
昼
食
の
後
、
色
付
き

始
め
た
紅
葉
を
目
に
、
総
本
山
西
教
寺
へ
。

亡
き
父
と
一
緒
に
お
参
り
さ
せ
て
い
た
だ
い

た
日
を
懐
か
し
く
思
い
出
し
、
無
事
に
務
め

さ
せ
て
い
た
だ
け
ま
す
よ
う
に
と
願
い
な
が

ら
坂
道
を
歩
み
ま
し
た
。

　

控
室
で
は
、
北
部
組
の
御
寺
院
の
方
々
と

お
互
い
に
声
を
か
け
合
っ
て
所
作
を
確
認
し

あ
い
、
練
習
を
い
た
し
ま
し
た
。
ほ
と
ん
ど

は
初
対
面
の
方
々
で
し
た
が
、
共
通
の
思
い

で
結
ば
れ
て
い
る
た
め
か
、
緊
張
の
中
に
も

温
か
い
雰
囲
気
の
漂
う
ひ
と
と
き
で
し
た
。

　

御
案
内
を
頂
き
裏
堂
へ
集
合
、
整
列
し
法

要
と
な
り
ま
し
た
。
地
蔵
菩
薩
和
讃
の
響
く

中
を
厳
粛
な
雰
囲
気
に
包
ま
れ
て
入
堂
。
御

導
師
様
の
入
堂
と
と
も
に
法
要
が
始
ま
り
ま

し
た
。
別
時
念
佛
へ
と
進
み
管
長
猊
下
が
入

堂
さ
れ
ま
し
た
。
管
長
猊
下
よ
り
御
十
念
を

お
授
け
い
た
だ
き
、
そ
の
後
、
御
親
教
を
賜

り
ま
し
た
。
自
分
一
人
で
は
な
く
他
者
と
の

つ
な
が
り
の
中
で
生
か
さ
れ
て
い
る
こ
と
や
、

お
念
佛
を
唱
え
る
こ
と
の
意
味
や
意
義
を
穏

や
か
な
お
声
で
力
強
く
お
話
く
だ
さ
り
、
緊

張
し
て
い
た
私
の
心
に
も
温
か
く
沁
み
わ
た

る
心
地
が
い
た
し
ま
し
た
。
法
要
の
最
後
に

念
佛
和
讃
が
始
ま
り
管
長
猊
下
が
出
堂
さ
れ
、

私
達
も
御
本
尊
に
手
を
合
わ
せ
た
後
裏
堂
へ

揃
い
ご
挨
拶
が
あ
り
、
法
要
は
無
事
終
了
い

た
し
ま
し
た
。

　

今
回
皆
様
と
と
も
に
御
本
尊
の
前
に
座
す

る
ご
縁
を
戴
い
た
こ
と
は
、
自
分
自
身
を
振

り
返
り
、
こ
れ
か
ら
の
生
き
方
を
考
え
る
良

い
機
会
と
な
り
ま
し
た
。
今
日
の
感
動
を
忘

れ
る
こ
と
な
く
、
日
々
を
大
切
に
過
ご
し
て

参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

帰
途
の
バ
ス
の
窓
か
ら
見
た
夕
暮
れ
時
の

琵
琶
湖
に
輝
く
月
と
と
も
に
、
今
日
こ
の
日

は
生
涯
忘
れ
ら
れ
な
い
大
切
な
一
日
と
な
り

ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

 

　

　
不
断
念
佛
相
続
十
九
萬
日
大
法
会
の 

　
　
　
　
　
　
　
厳
修
の
参
詣
を
終
え
て

 

福
井
教
区 

長
運
寺
檀
徒　
　
　

�

橋
本
　
　
壽ひ

さ
し　

　

約
三
十
年
に
一
度
、
厳
修
さ
れ
る
と
い
う

不
断
念
佛
相
続
十
九
萬
日
大
法
会
で
本
山
に

参
詣
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
健
康
で
あ
る
こ
と

を
有
り
難
く
思
う
と
と
も
に
、
大
変
な
法
悦

に
ひ
た
っ
て
お
り
ま
す
。
何
よ
り
も
素
晴
ら

し
い
天
候
に
恵
ま
れ
、
寒
く
も
な
く
暑
く
も

な
く
快
適
な
状
況
で
お
参
り
で
き
ま
し
た
。

　

さ
て
、
御
本
山
は
も
と
よ
り
多
く
の
関
係

者
の
ご
努
力
に
よ
り
こ
の
お
参
り
が
で
き
て
、

し
か
も
成
功
裏
に
終
了
さ
れ
た
と
思
っ
て
お
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檀
信
徒
の
皆
さ
ま
へ
お
願
い

　

総
本
山
西
教
寺
に
ご
参
拝
の
際
は
、
先
に
ご
配
布

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
「
檀
信
徒
用
無
料
拝
観
券

（
ご
家
族
五
名
様
ま
で
）」
を
必
ず
受
付
へ
ご
提
示

く
だ
さ
い
。
紛
失
さ
れ
た
方
は
、
本
紙
（
寳
珠
）
を

お
持
ち
い
た
だ
き
ご
提
示
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
、
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
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ご
希
望
さ
れ
る
方
は
、
西
教
寺
ま
で
ご
相

談
く
だ
さ
い
。（
電
話
〇
七
七
―
五
七
八
―

〇
〇
一
三
）

　

供
養
で
お
持
ち
い
た
だ
き
ま
し
た
、
お
人

形
は
法
要
ま
で
の
間
、
お
飾
り
を
し
て
ご
参

詣
の
皆
さ
ま
へ
ご
覧
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　

三
月
三
日
の
午
前
十
一
時
よ
り
、
武
田
圓

寵
猊
下
の
御
導
師
の
も
と
法
要
を
行
い
ま
す
。

　

持
ち
寄
ら
れ
た
、
ひ
な
人
形
の
中
に
は
大

変
古
い
も
の
や
貴
重
な
お
人
形
も
あ
り
ま
す
。

　

そ
れ
ら
は
、
こ
の
ま
ま
役
目
を
終
え
、
誰

に
も
見
て
も
ら
え
な
い
の
は
忍
び
な
い
と
い

う
こ
と
で
「
ひ
な
人
形
展
」
を
書
院
に
て
二

月
十
日
よ
り
三
月
十
二
日
ま
で
開
催
い
た
し

ま
す
。

　

皆
さ
ま
「
ひ
な
人
形
展
」
に
是
非
お
越
し

く
だ
さ
い
。

人
形
供
養
の
ご
依
頼
受
付
中

�

（
二
月
末
日
迄
）

人
形
供
養
法
要

人
形
供
養
法
要

��

三
月
三
日
　
午
前
十
一
時
～

ひ
な
人
形
展

ひ
な
人
形
展

��

二
月
十
日
～
三
月
十
二
日
　

ひな御膳

　

子
ど
も
の
頃
、
一
緒
に
長
い
年
月
を
共
に

し
た
お
人
形
や
ぬ
い
ぐ
る
み
を
処
分
す
る
の

は
大
変
心
苦
し
い
も
の
で
す
。

　

西
教
寺
で
は
、
そ
ん
な
お
人
形
や
ぬ
い
ぐ

る
み
に
感
謝
を
捧
げ
、
抜
魂
供
養
の
法
要
を

行
っ
て
お
り
ま
す
。

　

檀
信
徒
の
皆
さ
ま
で
、
お
人
形
の
供
養
を

り
ま
す
。
私
ど
も
の
ご
住
職
も
準
備
等
で
お

忙
し
い
日
々
を
送
ら
れ
た
と
同
時
に
、
長
い

期
間
を
本
山
で
過
ご
さ
れ
た
と
聞
き
、
心
よ

り
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

と
こ
ろ
で
、
不
断
念
佛
が
こ
の
長
い
期
間

相
続
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
開
祖
真
盛
上
人
が

本
山
西
教
寺
に
入
寺
さ
れ
た
時
を
起
点
と
さ

れ
て
い
る
そ
う
で
す
。
僧
侶
方
と
我
々
参
詣

者
が
一
体
と
な
っ
て
御
念
仏
を
称
え
、
鉦
と

木
魚
の
音
が
相
増
し
て
荘
厳
な
時
を
過
ご
し

て
い
る
よ
う
で
感
無
量
で
し
た
。

　

ま
た
六
月
に
、
武
生
引
接
寺
さ
ん
に
お
い

て
、
御
本
山
西
教
寺
武
田
圓
寵
管
長
猊
下
が

来
ら
れ
て
の
別
時
念
仏
会
に
も
参
詣
さ
せ
て

頂
き
大
変
喜
び
と
感
謝
を
さ
せ
て
頂
い
て
お

り
ま
す
。

　

十
九
萬
日
大
法
会
後
は
、
約
三
十
年
後
の

不
断
念
佛
相
続
二
十
萬
日
大
法
会
に
向
か
っ

て
の
始
ま
り
と
な
る
そ
う
で
す
が
、
法
要
の

最
後
に
若
手
の
僧
侶
に
よ
り
引
き
継
ぐ
べ
く
、

不
断
念
佛
相
続
二
十
萬
日
大
法
会
開
闢
法
要

が
厳
修
さ
れ
た
と
聞
い
て
お
り
ま
す
。
私
ど

も
は
そ
の
二
十
萬
日
大
法
会
に
合
わ
せ
て
頂

く
こ
と
は
難
し
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
が
、

私
ど
も
の
寺
の
ご
住
職
の
息
子
さ
ん
を
含
め

僧
侶
方
達
が
二
十
萬
日
大
法
会
を
厳
修
に
な

ら
れ
る
こ
と
を
心
か
ら
御
祈
念
申
し
上
げ
て

お
り
ま
す
。

　

最
後
に
福
井
教
区
の
各
寺
院
な
ら
び
に
檀

信
徒
の
皆
様
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を
お
祈
り

申
し
上
げ
ま
す
。

ひ
な
御
膳
の
ご
案
内

　

二
月
十
日
よ
り
三
月
五
日
の
期
間
、「
ひ

な
御
膳
」（
二
二
〇
〇
円
）
の
ご
提
供
を
行

な
っ
て
お
り
ま
す
。
ご
予
約
は
西
教
寺 

売

店
受
付
ま
で
。（
電
話
〇
七
七
―
五
七
八
―

〇
〇
一
三
）


